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木製品製作時における樹種の選択

中山　尚子・片桐　孝浩

１．はじめに

香川県内では、1980年代から90年代にかけて瀬戸大橋建設・四国横断自動車道建設・高松東道路

建設などの大規模開発に伴い平野部での発掘調査が増加した。これらの発掘調査では、竪穴住居跡・

掘立柱建物跡・土坑など、当時の人たちの生活の跡を検出し、多量の使用品である土器が出土してい

る。一方木製品・鉄製品については、土器ほど残っていないのが現状である。しかし木製品・自然木

などは井戸跡、溝跡、自然流路跡、低湿地など外気と遮断されている（酸素が少ない）環境では、菌

類・細菌類などによる分解スピードが遅いために、水分を多量に含んだ状態で、葉・種などとともに

出土する。生活域内あるいは近接するこれらの遺構からは、建築材・土木材・農具・漁労具などの木

製品がこれらとともに出土している。

現在、出土木製品のほとんどは、樹種同定を行い、保存処理を行っている。また自然木・葉・種な

どについても樹種・種実同定を行い、当該遺跡の植生復元を試みている。

報告書に掲載されたこれらの樹種同定・種実同定の成果については、土器ほどに研究対象にはなっ

ておらず、県内では西岡氏（西岡 2006）の研究が唯一であり、やっと木製品研究が途についたもの

と考える。

西岡氏の研究を更に進める意味で、今回は樹種同定されている出土木製品をもとに、木製品製作時

における樹種の選択の有無について考察したい。

２．試料分析

香川県教育委員会が刊行した報告書内で、これまでに42箇所の遺跡で樹種同定を行っている。出

土木製品からその製作時に樹種の選択をおこなっていたかを明らかにするためには、まずこれらの木

製品を農具、工具、容器などの用途ごとに分類したのち、今回は下記の比較的多い種類のみ樹種の内

訳を円グラフ(表１～15)にし、一覧表(表16～49)を示した。なお種類は報告書に従い、樹種は樹種同

定の報告をもとにし、ヒノキ属類似種やヒノキ属の一種などはヒノキ属とした。

・井 戸 枠 ( 表 １ ・ 表 1 6 )・・２遺跡46点、うち針葉樹１点、不明１点を除き、アカマツはマツ属複維管束

亜属としてグラフ化した。

・柱・梁材など(表２・表18)・・12遺跡75点、うち広葉樹(環孔材、散孔材)２点と屋根材、壁、床材、篭？の

単子葉類(草本性)２点を除き、モモはサクラ属としてグラフ化した。

・井堰構築材・杭(表３・表19)・・11遺跡161点、うち広葉樹(環孔材、散孔材)９点、樹皮４点を除き、ツブラ

ジイはシイノキ属として、クスノキ・タブノキはクスノキ科としてグラフ化

した。

・鍬・鋤・泥除けなど(表４・表21)・・７遺跡125点、うちブナ科２点、広葉樹２点、不明１点を除きグラフ化した。

なお種類には「広鍬状」など広鍬と判断がつかなかったものも含んでいる。

・錘 ( 表 ５ ・ 表 2 2 )・・１遺跡62点、うち不明１点を除き、またヤブツバキ・ツバキはツバキ属とし

てグラフ化した。
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・横槌・杵・臼など(表６・表23)・・５遺跡33点、うち広葉樹(環孔材・散孔材)３点を除きグラフ化した。

・斧柄・鎌柄・刀子柄など(表７・表26)・・５遺跡39点、うち広葉樹(環孔材)２点を除きグラフ化した。

・漆椀・漆小皿など(表８・表28)・・５遺跡28点をグラフ化した。器種不明の漆器もここで分類した。

・曲 物 ( 表 ９ ・ 表 2 9 )・・７遺跡111点をグラフ化した。なお井戸跡から出土した曲物も井戸枠ではな

く曲物として分類した。

・槽 ( 表 1 0 ・ 表 3 5 )・・２遺跡11点をグラフ化した。

・斎 串 ( 表 1 1 ・ 表 3 7 )・・４遺跡177点、うち針葉樹４点を除きグラフ化した。なお「斎串？」など斎

串と判断がつかなかったものも含んでいる。

・人 形 ( 表 1 2 ・ 表 4 4 )・・２遺跡53点をグラフ化した。

・舟 形 ( 表 1 3 ・ 表 4 5 )・・２遺跡11点をグラフ化した。

・櫛 ( 表 1 4 ・ 表 4 6 )・・３遺跡17点、うち広葉樹(散孔材)２点を除きグラフ化した。

・下 駄 ( 表 1 5 ・ 表 4 7 )・・２遺跡21点、うち広葉樹(環孔材)１点を除きグラフ化した。

３．まとめ

井戸枠材は、奈良・平安時代を中心とするもので、試料点数は44点である。内訳は針葉樹が68%

を占め、中でもヒノキは42％を占める。柱・梁材などは、弥生～近世のもので、試料点数は71点で

ある。内訳はヒノキ科・マツ属・コウヤマキ・クヌギ節(コナラ属コナラ亜属クヌギ節、以下クヌギ

節と略する)などがそれぞれ13～17％を占めているが、その他にも14種類の木材を使用している。井

堰・杭は、縄文～中世のもので、試料点数は148点である。内訳はクヌギ節とコナラ節(コナラ属コナ

ラ亜属コナラ節、以下コナラ節と略する)で半数を占めているが、その他に24種類の木材を使用して

いる。鍬・鋤・泥除けなどは、弥生時代のもので、試料点数は120点である。内訳はアカガシ亜属(コ

ナラ属アカガシ亜属、以下アカガシ亜属と略する)が87%と大半を占め、５％以下でクスノキ科など

９種類の木材を使用している。錘は、奈良・平安時代のもので、試料点数は61点である。内訳はツ

バキ属18%、クヌギ節13%、コナラ節とケヤキが11%、その他は10％以下の数値で、13種類の木材

を使用している。横槌・杵・臼などは、弥生、奈良・平安時代のもので、試料点数は30点である。

アカガシ亜属24%、クスノキ科18%、ヤブツバキ17%、その他に10種類の木材を使用している。斧

柄・鎌柄・刀子柄などは、弥生、奈良・平安時代のもので、試料点数は37点である。アカガシ亜属、

クヌギ節がそれぞれ19%を占め、その他は８%以下の数値で、15種類の木材を使用している。漆椀・

漆小皿などは、中世～近世のもので試料点数は28点である。トチノキが31%を占め、次いでクリ

28%、トネリコ属14%である。曲物は、古代～中世のもので試料点数は111点である。ヒノキ属が

81%と大半を占め、その他にスギ、コウヤマキの針葉樹を使用している。槽は、弥生、奈良・平安時

代のもで、試料点数は11点である。クスノキが37%を占め、次いでヒノキが27%である。斎串は、

古代～中世のもので、試料点数は173点である。すべて針葉樹で、ヒノキ属が88%と大半を占めてい

る。人形は、古代を中心とするもので、試料点数は53点である。すべて針葉樹であり、モミ属、ツ

ガ属、ヒノキ属がそれぞれ30～36%を占めている。舟形は、古代を中心とするもので、試料点数は

11点である。ヒノキ、スギなどの針葉樹が64%を占め、クヌギ節、クワ、ヌルデ、ヤナギ属がそれ

ぞれ９%である。櫛は、古代～中世のもので、試料点数は15点である。イスノキが74%、カナメモチ、

ツゲがそれぞれ13%である。下駄は、古代～近世のもので、試料点数は20点である。ヒノキ属が
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45%を占め、次いでマツ属が25%を占める。

以上のことから、井戸枠材はヒノキ、鍬・鋤はアカガシ亜属、横槌・杵・臼はアカガシ亜属、クス

ノキ、ヤブツバキなど、漆椀・漆小皿はトチノキ、クリ、曲物、斎串、人形は針葉樹、中でもヒノキ

属、櫛はイスノキ、下駄はヒノキ属の利用頻度が高く、柱・梁材・井堰部材・杭・錘・斧柄・鎌柄・

刀子柄などは多種類の木材利用であることが解った。中でも特に鋤・鍬は、約90％と高比率で材の

硬いアカガシ亜属を選択しており、また曲物・斎串は80％以上の高比率で香りの良いヒノキ属を選

択していることが判明した。

今後、樹種選択や植生を明らかにするため、試料点数を増やし時代や木の性質、自然木、花粉や種

実、土壌分析の結果も含めた検討が必要となってくる。
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マツ属複維 
管束亜属 
11％ 

クヌギ節 
５％ 

モミ属 
５％ 

カヤ 
５％ 

スギ 
５％ 

ヤマグワ 
５％ 

ヤブツバキ 
５％ 

ヒノキ 
42％ 

タブノキ 
17％ 

表１　井戸枠材 表２　柱・梁材？など

表３　井堰・杭 表４　鍬・鋤などの農具

表５　錘 表６　横槌・杵・臼など

マツ属複維 
管束亜属 
14％ 

クヌギ節 
13％ 

モミ属 
４％ 

ツガ 
６％ 

カヤ 
４％ 

スギ１％ 

ヤナギ属１％ ノグルミ１％ 

クマノ 
ミズキ類 
１％ 

サカキ 
３％ 

サクラ属 
３％ 

エノキ属 
１％ 

クスノキ科 
１％ 

シイ 
１％ 

コナラ節 
３％ 

アカガシ 
亜属６％ 

マツ属単維 
管束亜属４％ 

ヒノキ科・ 
ヒノキ属 
17％ 

コウヤマギ 
14％ 

クヌギ節 
41％ 

コナラ節 
９％ 

アカガシ 
亜属５％ シイノキ属３％ 

ヒノキ属 
６％ 

クスノキ科７％ 
クリ１％ 

ニレ属１％ 

バラ属１％ 

ハイノキ属１％ 
ウツギ属１％ 
エゴノキ属１％ 
カキノキ属１％ 
ムクロジ１％ 
モチノキ属１％ 

イヌガヤ１％ カヤ１％ マツ属複維 
管束亜属３％ 

ヤナギ属３％ 
イボタノキ属１％ 

ツバキ属４％ 

ヒサカキ１％ 

ケヤキ１％ 
エノキ属１％ 
ヤマグワ４％ 

ムクノキ１％ 

アカガシ亜属 
87％ 

クスノキ科 
クスノキ４％ 

ケヤキ１％ 
ツバキ属２％ 
サカキ１％ 
アオキ１％ 

ヒノキ１％ カヤ１％ 
モミ１％ 

クヌギ節１％ 

クヌギ節 
13％ 

ツバキ属 
18％ 

サカキ 
８％ 

ケヤキ 
11％ 

コナラ節 
11％ 

アカガシ 
亜属３％ 

シイ 
３％ 

エノキ属５％ 

サクラ属５％ カナメモチ２％ 

ヤナギ属 
３％ 

イボタノキ属 
３％ 

エゴノキ属 
２％ 

カキ２％ 

シャシャンボ７％ 
ユズリハ属２％ 

ヒノキ２％ 

アカガシ亜属 
24％ 

クヌギ節７％ 

クリ 
３％ 

ケヤキ３％ 
モモ３％ 

ヒサカキ 
３％ 

サカキ 
３％ 

カエデ属３％ 

ヒノキ 
10％ コウヤマキ 

３％ 

イボタノキ属 
３％ 

ヤブツバキ 
17％ 

クスノキ科・ 
クスノキ 
18％ 
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表７　斧柄・鎌柄・刀子柄など 表８　漆椀・漆小皿など

表９　曲物 表10 槽

表11 斎串 表12 人形

クヌギ節 
19％ 

アカガシ亜属 
19％ 

クスノキ科 
５％ 

ケヤキ３％ 

エノキ属３％ ヤマグワ３％ 

ヤブツバキ５％ 

サカキ５％ 

グミ属３％ 

ドクウツギ 
３％ 

イヌガヤ 
５％ 

スギ３％ 

カヤ５％ 

モミ属３％ 

マツ属複維 
管束亜属５％ 

ヒノキ 
８％ 

イボタノキ３％ 

トチノキ 
31％ 

トネリコ属 
14％ 

クヌギ節４％ 

シイ属 
４％ 

ニレ属４％ 
サカキ４％ 

カキ 
４％ 

コナラ節７％ 

クリ 
28％ 

ヒノキ属 
81％ 

スギ 
18％ 

コウヤマキ１％ 

クスノキ 
37％ 

ケヤキ 
９％ 

ヒノキ 
27％ 

モミ属 
９％ 

アオキ 
９％ 

カジノキ９％ 

ヒノキ属 
（サワラ・ヒノキ） 

88％ 

コウヤマキ８％ 

モミ属２％ ツガ属１％ 

スギ１％ 

ツガ属 
30％ 

スギ２％ 

モミ属 
36％ 

ヒノキ・サワラ 
32％ 
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